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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
２
０
１
５
年

の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
市
政
各
般
に
わ
た
り
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
で
は
将
来
の
都
市
像
を
「
元
気
な

風
が
ふ
く
ま
ち 

な
か
ま
」
と
し
、
子
ど
も

さ
ん
か
ら
高
齢
者
の
み
な
さ
ま
ま
で
、
活

き
活
き
と
暮
ら
せ
る
愛
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
は
、
八
幡
製
鐵

所
関
連
施
設
「
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
」

が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
推
薦
さ

れ
、
本
年
の
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
に
な
れ
ば
、
こ
ん
な
小
さ
な
中
間

市
か
ら
世
界
遺
産
が
あ
る
ま
ち
と
な
り
ま

す
。「
世
界
遺
産
が
あ
る
ま
ち
」
を
国
内

外
に
発
信
し
、
周
囲
の
市
町
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
一
つ
の
観
光
資
源
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
全
市
を
あ
げ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
、
少
子
化
と
人
口
減
少

に
対
応
す
る
政
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
企
業
誘

致
な
ど
就
労
で
き
る
場
の
確
保
や
空
家
対

策
な
ど
住
宅
の
整
備
な
ど
を
行
い
、
官
民

あ
げ
て
の
婚
活
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
行

い
ま
す
。

　

そ
れ
と
共
に
、
若
者
が
暮
ら
し
や
す
く

幸
せ
な
結
婚
が
で
き
る
よ
う
に
子
育
て
支

援
や
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
立
派
な
社
会

人
と
し
て
成
長
し
て
行
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
サ
イ
ク
ル
を
構
築
す

る
こ
と
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
と
政
策

に
努
め
、
未
来
に
夢
と
希
望
の
持
て
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
た
住
環
境
や
道
路
の
整
備
と
、
福

祉
の
充
実
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
中
間
市
に
住
ん
で
よ
か

っ
た
、
住
ん
で
み
た
い
」
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
市
民
の
み
な
さ
ま
と
力
を
合
わ

せ
て
、
未
来
に
向
け
た
施
策
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
み
な
さ
ま
が
明
る
く

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
健
康
で
幸
せ
な

一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り

し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

謹
賀
新
年

平
成
27
年
初
春

昨
年
中
は
、
市
政
推
進
に
あ
た
り
、

多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

中
間
市
長

初日の出をボタ山の頂上から望む
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写真で
見る
中間市

平成 26年に実施した主な事業を
写真とともに振り返ります。

世界遺産登録の審議を目前に控えた

遠賀川水源地ポンプ室

　今年実施されるユネスコ世界遺産登録の審議を前に、７月
には東京で産業遺産国際会議が、９月には遠賀川水源地ポン
プ室の所在地（土手ノ内一丁目）でユネスコ審査機関「イコモ
ス」の現地審
査が行われま
した。今年も
世界遺産登録
の取り組みと
歴史的価値を
お伝えする出
前講座を開催
します。

歩
い
て
地
域
の
魅
力
を
再
発
見

な
か
ま
フ
ッ
ト
パ
ス
が
始
動

　北九州市立大学の全面協力を得て進めて
いるフットパス。フットパスには、地域の
魅力の再発見や交流人口の増加などが期待
されます。今後も観光政策の柱として、市
内全域でのフットパスコース策定に向けて
取り組んでいきます。

フレンドリータウン協定締結

ギラヴァンツ北九州
月
形
潔
が
紡
い
だ
中
間
市
と
月
形
町

二
つ
の「
ま
ち
」の
交
流

中学校でも始まりました

完全給食スタート
み
な
さ
ん
に
親
し
み
を
持
っ
て
ほ
し
い

復
刻
「
豚
も
っ
ち
ゃ
ん
」

　中間市とプロサッカークラブ「ギラヴ
ァンツ北九州」との間で「フレンドリー
タウン協定」を締結し、選手の学校訪問
や本城陸上競技場への無料招待試合な
どが行われました。今後もさまざまな連
携事業を展開していきます。

中
間
市
に
宿
舎
を
構
え
る
武
蔵
川
部
屋

武
蔵
川
親
方
が
来
た
る

　平成 25 年から中間市
に宿舎を構えた武蔵川部
屋。平成 26 年も大相撲
九州場所の開催前に、武
蔵川親方や武蔵川部屋の
みなさんに小学生相撲大
会や植樹祭などに出席し
ていただき、多くのみな
さんと交流しました。

　中学校の完全給食が平成 26 年９月（２
学期）から実施されました。従来の自校
方式による小学校給食に加え、小学校調
理室で調理したものを中学校へ配送する

「親子方式」を採用しています。給食は
原則、二次加工品を使用していません。

　中底井野で始まった月
形潔学習会を経て深まっ
た住民同士の交流。２月
には櫻庭誠二月形町長が
中間市を表敬訪問、９月
には中間市から月形町へ
連携事業を提案しました。
今後、両市町の交流事業
を検討していきます。

　公益社団法人ひびき青
年会議所のみなさんの発
案で、郷土を愛する心を
持ってもらうきっかけと
して「豚もっちゃん」が復
刻しました。中間市の郷
土料理になり、だれもに
親しまれることが望まれ
ています。

写真提供：新日鐵住金（株）八幡製鐵所
※非公開施設ですので、敷地内への
立ち入りはできません。
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ヨ
コ
の
カ
ギ

①�

イ
ギ
リ
ス
発
祥
の
「
あ
り
の
ま
ま
」
の

風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と

⑥�

薄
切
り
肉
と
タ
マ
ネ
ギ
を
バ
タ
ー
で
炒

め
、
赤
ワ
イ
ン
と
ド
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
で

煮
た
も
の
を
白
飯
の
上
に
か
け
た
料
理

⑩�

中
間
市
出
身
の
江
戸
時
代
後
期
の
歌
人

で
、「
東
路
日
記
」
を
著
し
た
○
○
宅
子�

⑫�

「
線
」
を
英
語
で

⑬�

物
と
物
と
の
間
の
、
わ
ず
か
に
あ
い
て

い
る
所

⑮
こ
と
わ
ざ
「
○
○
の
垢
を
煎
じ
て
飲
む
」

⑯�

吸
盤
が
つ
い
た
８
本
の
触
腕
が
特
徴�

⑱
イ
エ
ス
↕
○
○�

⑳�

中
南
米
が
原
産
の
熱
帯
果
樹
。「
森
の
バ

タ
ー
」
と
も
呼
ば
れ
る�

㉒
公
開
せ
ず
に
行
わ
れ
る
会
議

��

○
○
○
○
○
○
○
バ
イ
オ
レ
ン
ス

��

○
○
○
を
挫
く
、
○
○
○
を
折
る

�
暗
い
感
じ
で
、
晴
れ
ば
れ
し
な
い
様
子

��

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
、
遠
賀
川
○

○
○
○
○
ポ
ン
プ
室

��

ア
ウ
ト
↕
○
○
○

��

「
ア
フ
リ
カ
系
の
髪
型
」の
意
を
持
つ
パ

ー
マ
の
一
つ
の
略
称

��

相
撲
の
基
本
動
作
。「
○
○
を
踏
む
」

��

馬
の
毛
色
の
名
。
葦
毛
で
や
や
赤
み
を

帯
び
て
見
え
る
も
の

��

月
、
火
、
○
○
、
木
、
金
、
土
、
日

��

一
般
的
に
は
慶
事
の
際
の
進
物
や
贈
答

品
に
添
え
る
飾
り

�
大
破
↕
○
○
○
○

��

北
海
道
月
形
町
の
ま
ち
の
名
前
と
な
っ

た
中
間
市
出
身
の
人
物

��

日
本
の
室
町
時
代
初
期
の
大
和
猿
楽
結

崎
座
の
猿
楽
師�

��
朝
の
一
般
的
な
あ
い
さ
つ

��

英
語
で
「
連
盟
・
同
盟�

」
の
意
味

��

白
と
黒
の
毛
色
を
し
た
熊
に
似
た
動
物

�
春
、
○
○
、
秋
、
冬�

��

横
長
の
布
な
ど
に
文
字
を
書
い
て
、
広

く
知
ら
し
め
る
た
め
の
道
具

��

福
岡
県
下
で
20
番
目
に
市
制
を
施
行
し

た
の
は
○
○
○
市�

�
腰
痛
体
操
の
一
つ
○
○
○
○
○
○
体
操�

�
自
分
で
支
払
う
費
用�

��

あ
る
人
が
無
意
識
的
に
し
ば
し
ば
行
う

ち
ょ
っ
と
し
た
動
作

�
防
寒
ま
た
は
装
飾
用
に
首
に
巻
く
も
の

��

酢
飯
と
主
に
魚
介
類
を
組
み
合
わ
せ
た

日
本
料
理�

��

原
油
を
蒸
留
す
る
際
、
揮
発
油
分
に
続

い
て
出
る
油�

��

ご
く
わ
ず
か
な
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ

る
程
度
の
状
態�

�
利
益
を
む
さ
ぼ
ろ
う
と
す
る
心�

��

金
属
製
の
中
空
の
た
ま
に
小
さ
な
球
や

石
な
ど
を
入
れ
、
振
っ
て
鳴
ら
す
も
の�

��

中
国
原
産
の
落
葉
小
高
木
。
黄
茶
色
で

楕
円
形
の
実
は
、
食
用
・
漢
方
薬
用�

��

黄
色
の
花
を
開
く
常
緑
多
年
草
。
多
肉

質
の
葉
か
ら
と
る
液
は
、
下
剤
や
健
胃

薬
と
し
て
用
い
ら
れ
る

��

本
州
の
最
西
端
に
位
置
し
、
関
門
海
峡

北
岸
に
面
す
る
市

�
新
鮮
○
○
○
さ
く
ら
館

��

電
子
を
受
け
取
っ
て
負
の
電
荷
を
帯
び

た
原
子

�
京
都
を
代
表
す
る
和
菓
子
の
一
つ

��

グ
リ
ム
童
話
の
一
つ
○
○
○
○
姫
。

�
編
み
物
で
、
透
か
し
模
様
の
あ
る
編
み
方

��

小
声
で
ひ
と
り
ご
と
を
言
う
こ
と
。
○

○
○
○
を
も
ら
す

�
社
会
や
人
の
た
め
に
役
に
立
つ
こ
と

　好評につき、今年もクロスワード
パズルを出題します。お正月をゆっ
くり休んだみなさん、頭を使ってぜ
ひこの問題に挑戦してください。
　遊び方は簡単。下の質問に答え
て、パズルの白いマスを埋めていき
ます。それぞれの白いマスには文字
が１字ずつ入ります。
※小さい文字（ャ、ュ、ョ、ッ など）
は１文字と数えます。 
　マスの中に記されているＡ～Ｏ
を、左ページの「質問」の枠に順番
に並べると質問が現れます。その質
問に対する答えを書いて応募してく
ださい。正解者の中から５人のみな
さんにすてきな賞品をプレゼントし
ます。
　なお、正解者多数の場合は厳正な
抽選を行い、当選者を決定します。
当選者の発表は、商品の発送をもっ
て代えさせていただきます。

Present

●�中間商工会議所が企画した芋焼酎「筑前中間
郷」は、13 ページをご覧ください

　【提供】中間商工会議所
●�「まんまるトマト」は、北海道月形産トマト「桃

太郎」のみを、ふんだんに使ったトマトジュ
ースです。食塩以外の添加物、合成保存料は
一切使用していません

　【提供】月形町

■芋焼酎「筑前中間郷」
■月形まんまるトマト

クロスワードパズルを
楽しもう

み
な
さ
ん
の
応
募
を

待
っ
て
る
ぬ
ん

★ ★

★★
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タ
テ
の
カ
ギ

①�

北
海
道
上
川
地
方
南
部
に
あ
る
市
。
ラ

ベ
ン
ダ
ー
が
有
名

②�

イ
ギ
リ
ス
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
産
の
手

で
紡
い
だ
太
い
毛
糸
を
用
い
た
手
織
り

の
服
地

③�

先
日
お
披
露
目
さ
れ
た
中
間
の
名
物
○

○
も
っ
ち
ゃ
ん

⑤
煙
の
中
に
含
ま
れ
る
黒
色
の
粉
末�

⑥�

海
岸
の
砂
地
ま
た
は
岩
場
に
生
え
る
や

や
多
肉
の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
の
越
年
草

⑦
空
気
の
湿
り
具
合
を
示
す
数
値

⑧�

金
属
製
の
金
・
銀
色
の
糸

⑨
ね
ば
り
。
持
久
力

⑪�

日
本
の
小
説
家
○
○
○
治
。
主
な
作
品

は
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
な
ど

⑭�

精
神
を
集
中
し
て
、
事
に
当
た
る
勢
い

⑰
物
事
を
う
ま
く
処
理
す
る
要
領

⑲
長
く
て
大
き
い
釘
。
○
○
○
釘

��

特
殊
事
情
を
考
慮
せ
ず
、
す
べ
て
を
一

様
に
す
る
こ
と

��

灰
を
入
れ
た
中
に
炭
火
を
置
き
、
手
先
を

暖
め
た
り
湯
茶
を
沸
し
た
り
す
る
器
具

�
英
語
で
「
色
」
の
意
味�

��

入
り
込
む
と
ど
こ
へ
も
出
ら
れ
な
く
な

る
よ
う
に
作
っ
た
道�

�
四
字
熟
語
「
適
材
○
○
○
○
」

��

電
流
が
体
を
通
っ
た
と
き
に
感
じ
る
衝
撃

��

弦
を
ハ
ン
マ
ー
で
叩
く
こ
と
で
発
音
す

る
鍵
盤
楽
器
の
一
種

��

激
し
い
痛
み

��

国
家
に
よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
編
制
さ
れ

た
正
式
の
軍
隊

�
衣
服
や
装
飾
品
な
ど
に
費
や
す
金
銭�

��

自
然
で
な
い
こ
と
。
わ
ざ
と
ら
し
い
こ
と

��

○
○
○
○
を
つ
け
が
た
い

��
英
語
で
「
星
く
ず
」
の
意
味

��

液
体
な
ど
が
染
み
込
ん
だ
跡
が
顕
著
に

見
え
る
汚
れ

�
父
と
○
○�

��

原
子
番
号
31
の
元
素
で
、
元
素
記
号
は
Ga

��

本
名
と
は
別
に
、
そ
の
人
の
容
姿
や
性

質
な
ど
の
特
徴
か
ら
、
他
人
が
つ
け
る
名

��

体
を
保
護
す
る
た
め
に
着
る
武
具

�
英
語
で
「
公
園
」
の
意
味

��

標
準
語
・
共
通
語
と
は
異
な
る
、
あ
る

地
方
に
特
有
の
言
い
方
や
発
音

��

砂
漠
の
中
で
、
そ
こ
だ
け
水
が
湧
き
、

緑
地
に
な
っ
て
い
る
所

�
人
の
心
を
惑
わ
す
術
。
魔
法

�
両
生
類
の
一
種
。
よ
く
跳
ね
、
泳
ぐ

��

伊
達
政
宗
の
辞
世
の
句
。「
曇
り
な
き
心

の
月
を
さ
き
立
て
て
○
○
○
○
○
○
を

照
ら
し
て
ぞ
行
く
」

��

森
林
に
す
む
小
動
物
。
体
毛
の
色
は
灰

色
、
茶
色
系
で
、
大
き
な
尻
尾
が
特
徴

�
筋
道
の
通
っ
た
正
し
い
議
論

�
緑
藻
類
の
一
種
。
緑
色
で
球
形
の
藻

�
広
々
と
し
た
海

��

英
語
で
「
人
な
ど
を
つ
か
ま
え
る
た
め

に
す
ば
や
く
追
う
」
の
意
味

�
苦
し
み
に
耐
え
、
初
心
を
守
り
通
す
こ
と

��

動
物
の
骨
の
中
心
に
あ
る
黄
色
の
柔
ら

か
い
造
血
組
織

��

奥
義
を
す
っ
か
り
伝
え
ら
れ
る
こ
と「
○

○
○
○
皆
伝
」

�
身
ぶ
り
な
ど
で
知
ら
せ
る
こ
と

�
上
品
で
礼
儀
正
し
い
男
性

�
液
体
が
常
温
で
気
体
に
な
る
こ
と

��

あ
る
事
柄
な
ど
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る

こ
と
や
内
容

�
福
○
○
県

�
○
○
柿
、
○
○
茶

�
空
か
ら
降
っ
て
く
る
細
か
い
氷
の
結
晶

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

O

1 2 3 4 65 7 8 9 1110

14

22 23

24 25 26

30 31 32 33

34

27

28 29

1615 17

20 211918

12

35 36 37 38 39

40 41 42 43 44

4645 4847

51 52 53

54

59

55 56 57 58

60 61 62 63 64 65

66 67 68 72 737169 70

75 76 77 7874

79 80 81 82 83 84

85 86 87

50

49

13

A B C D E F G ？H I J K L M N O
質 問

●�応募方法　次の内容をすべ
て記載して応募してください

○�住所、氏名、年齢、電話番号
○�クロスワードの質問に対す

る答えとその理由
○�広報なかまの好きなコーナ

ー（複数可）
○�広報なかまに対するご意見

ご感想
●締　　切
　１月 30 日金・当日消印有効
●賞　　品
　�「芋焼酎筑前中間郷１本」「月

形まんまるとまと２本」ほ
かセット…５名様
●応募・問合先
　企画政策課広報広聴係
　�〒 809‐8501
　中間市中間一丁目１‐１
　☎（２４６）６２７１

応募方法はこちら

※最も多い回答内容に広報担当が
突撃取材します。
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子どもと子育てをめぐる課題を解決するための取り組みが進められています

■「幼稚園」「保育所」に加えて、「認定こども園」の普及を図ります。
　また、「地域型保育」を新設し、待機児童の多い３歳未満児の保育を増やします。
　小学校就学前の施設としては、これまで幼稚園と保育所の２つが多く利用されてきました。新しい制
度では、これらに加えて両方の良さをあわせ持つ「認定こども園」を普及し、また、少人数の子どもを
保育する事業を創設、身近な保育の場を確保します。

幼稚園（３～５歳）
小学校以降の教育の基礎をつくるための
幼児期の教育を行う学校

○�利用時間…昼過ぎごろまでの教育のほか、園
により教育時間前後や園の休業中の教育活動

（預かり保育）などを実施
○利用できる保護者…制限なし

就労などのため家庭で保育できない
保護者に代わって保育する施設

○�幼稚園と保育所の機能や特長をあわせ持ち、
地域の子育て支援も行う施設です（平成 18
年に導入）。

○�新制度では、認可手続きの簡素化などにより、
新たな設置や幼稚園・保育所からの移行をし
やすくし、さらに普及を図っていきます。

３つのポイント
①�保護者が働いている状況に関わりなく、どの

子どもも、教育・保育を一緒に受けます。
②�保護者が働かなくなったなど、就労状況が変

わった場合も、通い慣れた園を継続して利用
できます。

③�子育て支援の場が用意されていて、園に通っ
ていない子どもの家庭も子育て相談や親子の
交流の場などに参加できます。

幼稚園や保育所など（原則 20 人以上）より少
人数単位で、０～２歳の子どもを預かる事業

○�新制度では、新たに市の認可事業とし、待機
児童の多い０～２歳児を対象とする事業を増
やします。

○�保育施設を新設する場所のない都市部に加え
て、子どもが減少している地方など、地域のさ
まざまな状況に合わせて保育の場を確保します。

新しいタイプ
○�小規模保育…少人数（定員６人～ 19 人）を対

象に、家庭的保育に近い雰囲気のもと、きめ
細かな保育を行います。

○�事業所内保育…会社の事業所の保育施設など
で、従業員の子どもと地域の子どもを一緒に
保育します。

※地域型保育の事業すべてが平成 27 年４月か
ら取り組まれるわけではありません。

幼稚園と保育園の
よいところを一つにした
「認定こども園」を
普及させます

保育の場を増やし、
待機児童を減らして
「子育てしやすい」

「働きやすい」社会にします

幼児期の学校教育や
保育、地域のさまざまな
子育て支援の量や質の
向上を進めます

就労などのため家庭で保育ができない保
護者に代わって保育する施設

○�利用時間…夕方までの保育のほか、園により
延長保育を実施

○�利用できる保護者…共働き世帯など、家庭で
保育できない保護者

保育所（０～５歳）

認定こども園（０～５歳） 地域型保育（０～２歳）
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■保護者のみなさんの働き方と子育ての状況にあわせて、例え
ば、こんな支援が利用できます。
新しい制度のもとで、あなたが受ける支援を探す参考にしてください。

育休が明けたら、仕事もしっかり頑張りたい
両親ともフルタイムの共働き世帯（またはひとり親家庭でフルタ
イム）の場合
○保育所
○幼稚園＋一時預かり（満３歳以上）
○認定こども園

○小規模保育など（満３歳未満）
○放課後児童クラブ（小学生）

パートのときだけ、預かり保育もしてほしい
両親のどちらかがパートタイムの共働き世帯（またはひとり親家
庭でパートタイム）の場合
○保育所
○幼稚園＋一時預かり（満３歳以上）
○認定こども園

○小規模保育など（満３歳未満）
○放課後児童クラブ（小学生）

　

今
回
の
制
度
改
正
の
大

き
な
目
的
の
一
つ
は
「
認

定
こ
ど
も
園
」
の
普
及
で

す
。
教
育
と
保
育
が
受
け

ら
れ
る
こ
の
施
設
の
設
置

が
、
全
国
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
で
平
成
27

年
度
か
ら
認
定
こ
ど
も
園

に
移
行
す
る
事
業
所
は
あ

り
ま
せ
ん
。
だ
れ
も
が
子

育
て
し
や
す
い
環
境
を
作

る
た
め
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
意
見
を
踏
ま
え
、
地

域
の
教
育
・
保
育
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
行

政
と
民
間
が
連
携
を
図
っ

て
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

私
も
小
さ
な
子
ど
も
を

持
つ
１
人
の
親
と
し
て
、

子
育
て
中
の
人
た
ち
や
子

ど
も
た
ち
、
こ
れ
ら
を
取

り
巻
く
環
境
を
見
極
め
る

こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
で
き
る
限
り
要

望
に
応
え
る
た
め
、
行
政

と
民
間
が
協
力
し
、
地
域

が
輪
に
な
り
、
安
心
し
て

子
育
て
や
仕
事
が
で
き
る

環
境
を
整
え
る
た
め
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

松鶴　翔太
（こども未来課）

Interview

新制度Ｑ＆Ａ

子どももまだ小さいし、ゆっくり子育てを楽しみたい
両親のどちらかが専業主婦（主夫）の世帯の場合

【施設を利用】
○認定こども園
○幼稚園（満３歳以上）

【在宅で子育て】
○�地域の子育て支援（地域子育て

支援拠点や認定こども園など
の子育て支援や一時預かり）

　今ある保育所や幼稚園は、これまで
どおり利用できます。今年の４月から全
国で一斉に新制度がスタートしますが、
幼稚園は新制度に移行する施設と、移
行せずにこれまでどおりの施設に分か
れます。なお、４月から新制度に移行す
る市内の幼稚園はありません。

今ある保育所や幼稚園は
どうなるの？

　新制度は、消費税の増収分が財源と
なり、すべての家庭を支援することにな
っています。すべての家庭が安心して
子育てでき、子育ての喜びを感じられ
るように、一時預かり事業や乳児家庭
全戸訪問事業、妊婦健診など、地域の
子育て支援を充実させていきます。

新制度で支援されるのは
働く人だけ？

　新制度に移行した施設を利用する人
が負担する金額は、市が定めた内容に
基づき、所得によって異なります。利用
する施設によっては、市町村が定めた
金額に施設の維持などに必要な経費を
上乗せすることもあります。また、新制
度に移行しない幼稚園の利用料は、各
施設が設定します。詳しくは利用する
施設に問い合わせてください。

保育料はどうなるの？

Ｑ

Ｑ

Ｑ

●問合先　こども未来課☎（２４６）６２４８
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中間市からのお知らせ ity newsC
　

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年

度
ま
で
を
計
画
年
度
と
し
た
、

「
第
６
期
中
間
市
高
齢
者
総
合
保

健
福
祉
計
画
」「
中
間
市
第
４
期

障
害
福
祉
計
画
」
の
案
を
作
成

し
ま
し
た
。
こ
の
案
を
も
と
に
、

さ
ら
に
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、意
見
を
募
集
し
ま
す
。な
お
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
集

約
の
う
え
公
表
す
る
こ
と
と
し
、

個
別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

第
６
期
中
間
市
高
齢
者

　

総
合
保
健
福
祉
計
画

●
応
募
先（
担
当
課
）　
介
護
保

険
課

○
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
…

　
kaigohokenka@city.nakama.lg.jp

　
中
間
市
第
４
期
障
害
福
祉
計
画

●
応
募
先（
担
当
課
）　
福
祉
支

援
課

○
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
…

　

syougaisyafukusi@city.nakama.
lg.jp

　

い
ず
れ
も

●
募
集
期
間　
１
月
22
日
木
～

２
月
20
日
金

●
意
見
の
提
出
方
法　

住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
市
外
在

住
の
人
は
勤
務
先
な
ど
市
と
の

関
係
や
利
害
関
係
を
明
記
し
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い

※
意
見
提
出
の
様
式
は
自
由
で

す
。
直
接
担
当
課
に
提
出
し
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

●
応
募
資
格　
市
内
に
住
所
が

あ
る
人
、
通
勤
ま
た
は
通
学
し

て
い
る
人
、
こ
の
計
画
に
利
害

関
係
の
あ
る
個
人
ま
た
は
団
体

●
計
画
案
の
閲
覧
場
所　
市
役

所
１
階
・
情
報
公
開
コ
ー
ナ

ー
、
担
当
課
窓
口
、
東
部
出

張
所
、
西
部
出
張
所
、
中
央

公
民
館
、
市
民
図
書
館
、
働

く
婦
人
の
家
、
ハ
ピ
ネ
ス
な

か
ま
、
人
権
セ
ン
タ
ー

●
応
募
先
住
所
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

　
（
〒
809
‐
８
５
０
１
中
間
一

丁
目
１
‐
１
）

　
℻（
２
４
４
）０
５
７
９

市民意見の提出手続（パブリックコメント）を実施します
●問合先　介護保険課　☎（２４６）６２８３・福祉支援課☎（２４６）６２８２

　

臨
時
職
員
採
用
候
補
者
と
し

て
登
録
後
、
業
務
状
況
に
応
じ

て
採
用
し
ま
す
。

　

臨
時
職
員
を
募
集

●
職

種　
一
般
事
務
補
助
、

保
育
士
、
看
護
師
、
看
護
助

手
、
調
理
補
助
員
、
作
業
員
、

学
校
図
書
館
事
務
、
特
別
教

育
支
援
員

　

身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

　

臨
時
職
員
を
募
集

●
職

種　
一
般
事
務
補
助

※
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
15
条

に
定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
自

力
に
よ
る
通
勤
が
で
き
、
介
助

者
な
し
に
職
務
遂
行
が
で
き
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

　

い
ず
れ
も

●
応
募
資
格　
地
方
公
務
員
法

第
16
条
に
規
定
す
る
欠
格
事

項
に
該
当
し
な
い
人
、
平
成

27
年
度
に
在
学
中
で
な
い
人

●
勤
務
時
間
・
賃
金　
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
・

日
額
６
、２
０
０
円（
一
般
事

務
補
助
の
場
合
）

※
職
場
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

●
募
集
開
始
日　
１
月
13
日
火
～

※
４
月
か
ら
の
採
用
は
、
２
月

13
日
金
ま
で
に
登
録
し
た
人
を

優
先
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　
総
務
課
に
備
え

付
け
の
履
歴
書
兼
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真

貼
付
の
う
え
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
免
許
・
資
格

が
必
要
な
職
種
は
申
込
時
に

そ
の
写
し
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
提
出
時
に
簡

単
な
面
接
を
行
い
ま
す

※
身
体
障
が
い
者
は
身
体
障
害

者
手
帳
の
写
し
が
必
要
で
す
。

申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
得
で
き
ま
す
。

●
注
意
事
項　
平
成
27
年
度
か

ら
、
市
販
の
履
歴
書
で
な
く
、

履
歴
書
兼
申
込
書
の
提
出
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26

年
度
に
登
録
し
て
い
る
人
も

改
め
て
登
録
が
必
要
で
す

中間市臨時職員を募集
●問合先　総務課　☎（２４６）６２３２

健康づくりサポート教室「タオル体操」参加者募集
●問合先　保健センター　☎（２４６）１６１１

　
タ
オ
ル
を
使
っ
て
身
体
活
動
量

を
上
げ
、
身
体
機
能
の
低
下
を
防

ぐ
体
操
を
学
び
ま
す
。
自
宅
で
も

継
続
し
て
で
き
る
体
操
で
す
。

●
日

時　

２
月
16
日
月
・

午
前
10
時
～
11
時
30
分（
受

付
は
９
時
30
分
～
）

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対

象　
市
民
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も

※
治
療
中
の
人
は
医
師
か
ら
運

動
制
限
指
示
を
受
け
て
い
な
い

こ
と
が
条
件
で
す
。

●
持
っ
て
く
る
も
の　
健
康
手

帳
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ

ル
、
お
茶
な
ど

※
汗
を
拭
く
タ
オ
ル
と
は
別
に
、

体
操
で
使
用
す
る
フ
ェ
イ
ス
タ

オ
ル
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い

服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
定

員　
25
人（
申
込
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

●
申
込
方
法　

２
月
６
日
金
ま

で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
申
し
込

む
場
合
は
、
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
連
絡
先
と
「
タ
オ
ル

体
操
参
加
希
望
」
と
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

●
申
込
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

　

℻（
２
４
６
）３
０
２
４

○
メ
ー
ル
…

　

genki@
city.nakam

a.lg.jp
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中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１ http://www.city.nakama.lg.jp
Nakama

Infomation

地域包括ケアは多職種連携で「医療ソーシャルワーカー」
●問合先　地域包括支援センター　☎（２４５）７７１６

　

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
は
、
医
療
機
関
で
働
い
て
い

る
相
談
員
の
こ
と
で
す
。「
地
域

医
療
連
携
室
」
や
「
医
療
福
祉

相
談
室
」
な
ど
の
窓
口
で
社
会

福
祉
士
な
ど
の
相
談
員
が
担
っ

て
い
て
、
入
院
中
ま
た
は
外
来

患
者
の
病
気
や
療
養
、
生
活
費・

医
療
費
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
ま
た
、
退
院
後
の
生
活
が

安
心
し
て
送
れ
る
よ
う
に
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
、
介
護
保
険
や
障

害
者
手
帳
な
ど
医
療
、
福
祉
、

保
健
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報
提

供
・
活
用
援
助
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
医
療
機
関

へ
の
転
院
相
談
や
他
医
療
機
関

へ
の
受
診
予
約
代
行
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

遠
賀
郡
中
間
地
域
多
職
種
連

携
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
和
田
菊
栄

相
談
員（
新
中

間
病
院
）は
次

の
よ
う
に
話
し

ま
し
た
。「
入

院
中
の
患
者
は

退
院
後
、
家
で

一
人
暮
ら
し
の

生
活
が
で
き
る

か
と
い
っ
た
不
安
を
抱
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
が
ん
患
者
の
家

族
な
ど
は
終
末
期
も
自
宅
で
過

ご
さ
せ
た
い
と
い
っ
た
思
い
を

抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
思
い
を

叶
え
、
不
安
を
取
り
除
き
、
安

心
し
て
退
院
後
の
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
、
入
院
中
か
ら
院
内
、

地
域
の
多
職
種
と
必
要
な
調
整

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
医
師
、
看
護

師
、
理
学
療
法
士
な
ど
の
リ
ハ

ビ
リ
担
当
者
、
薬
剤
師
な
ど
と

情
報
を
共
有
し
、
連
携
し
て
退

院
に
向
け
て
必
要
な
調
整
を
行

い
ま
す
。
退
院
前
に
は
理
学
療

法
士
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
住

宅
改
修
業
者
と
共
に
自
宅
の
状

況
を
確
認
し
、
療
養
環
境
を
整

え
る
た
め
に
必
要
な
訪
問
指
導

を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
退
院
前
に
本
人
、
家

族
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
、
在
宅
ケ

ア
ス
タ
ッ
フ
と
多
職
種
で
会
議

を
開
い
て
い
ま
す
。
在
宅
生
活

の
イ
メ
ー
ジ
を
明
確
に
持
ち
、

家
で
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
一
方
で
、
当
院
に
か
か
り
つ
け

で
な
い
人
か
ら
、
入
院
さ
せ
て
ほ

し
い
と
い
う
相
談
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
は
、
本
人
や
家
族
、
病
院

ス
タ
ッ
フ
、
在
宅
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ

の
橋
渡
し
が
役
割
で
す
。
不
安

な
く
療
養
生
活
を
送
れ
る
よ
う

積
極
的
に
私
た
ち
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　

な
お
、
市
内
で
は
新
中
間
病

院
の
ほ
か
に
中
間
市
立
病
院
で

も
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
対

象

○
新
規
登
録
…
福
岡
県
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

の
資
格
取
得
者
ま
た
は
中
間

市
以
外
で
責
任
技
術
者
の
登

録
を
し
て
い
る
人

○
更
新
登
録
…
事
前
に
更
新
講

習
会
を
受
講
し
た
人
で
、
中

間
市
で
の
登
録
期
限
が
平
成

27
年
３
月
31
日
ま
で
の
人

●
受
付
期
間　
１
月
26
日
月
～

　
２
月
６
日
金（
土
曜
・
日
曜
日

を
除
く
）

●
申
請
書
の
配
布　
１
月
13
日

火
か
ら
下
水
道
課
窓
口
で
配
布

し
ま
す
。
ま
た
中
間
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…

　

http://w
w

w.city.nakam
a.

lg.jp/kurashi/sekatsu/suido/
gesuidou/shinseisyo.html

●
申
請
書
類

○
責
任
技
術
者
登
録
申
請
書

○
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

○
写
真
２
枚（
縦
3.6
㎝
×
横
2.4
㎝
）

○
新
規
登
録
者
の
場
合
は
責
任

技
術
者
試
験
合
格
証
の
写
し
、

更
新
登
録
者
の
場
合
は
責
任

技
術
者
証
と
更
新
講
習
受
講

修
了
証

●
申
請
手
数
料

○
新
規
…
２
、０
０
０
円

○
更
新
…
１
、０
０
０
円

●
申
込
先　
下
水
道
課

排水設備工事責任技術者の登録申請
●問合先　下水道課　☎（２４６）６２５６

■
テ
ー
マ　
「
自
立
支
援
医
療

（
精
神
通
院
医
療
）」

　

自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院

医
療
）と
は
、
精
神
疾
患（
統
合

失
調
症
、
う
つ
病
、
薬
物
依
存

症
、
て
ん
か
ん
な
ど
）が
あ
る

人
の
病
態
に
対
し
て
病
院
や
診

療
所
に
入
院
し
な
い
で
行
わ
れ

る
医
療
制
度
で
す
。
症
状
が
ほ

と
ん
ど
消
失
し
て
い
る
患
者
で

も
、
軽
快
状
態
を
維
持
し
、
再

発
を
予
防
す
る
た
め
に
通
院
治

療
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
場
合

も
対
象
と
な
り
、
そ
の
通
院

医
療
に
か
か
る
医
療
費
の
自
己

負
担
を
１
割
に
軽
減
し
ま
す
。

（
例
：
か
か
っ
た
医
療
費
が
７
、

０
０
０
円
、
医
療
保
険
に
よ
る

自
己
負
担
が
２
、１
０
０
円
の

場
合
、
本
制
度
に
よ
り
自
己
負

担
を
700
円
に
軽
減
）。

　

ま
た
、
軽
減
し
た
１
割
の
負

担
が
過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
、

１
か
月
の
負
担
額
に
は
上
限
が

あ
り
ま
す
。
上
限
額
は
、
世
帯

の
所
得
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
統
合
失
調
症
な
ど

で
、
医
療
費
が
高
額
な
治
療
を

長
期
に
わ
た
り
続
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
人
は
、
１
か
月
の
負

担
上
限
額
が
低
く
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
や
自
己
負
担
額
な
ど

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

なかまで暮らそう～ノーマライゼーション～
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

※ノーマライゼーションとは、「障がい者も健常者もすべての人が一緒に暮
らせる社会が当たり前だ」という考え方のことです。
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ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策

～
冬
は
特
に
ご
注
意
を
～

　

例
年
、
11
月
～
翌
年
４
月
に
か

け
て
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
よ

る
感
染
性
胃
腸
炎
が
流
行
し
ま

す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が

強
く
、
少
量
の
ウ
イ
ル
ス
で
も
感

染
が
拡
大
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
感
染
症
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
、
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
主
な
症
状

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
は
手
や
食

品
な
ど
を
介
し
て
人
の
口
か
ら
体

内
に
侵
入
し
、
数
時
間
～
48
時
間

の
潜
伏
期
間
を
経
て
、
お
う
吐
・

下
痢
・
腹
痛
・
発
熱
な
ど
の
症
状

を
起
こ
し
ま
す
。
ま
れ
に
、
お
う

吐
物
を
喉
に
詰
ま
ら
せ
て
窒
息
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

　
主
な
感
染
の
原
因

○
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
貝
類

（
カ
キ
な
ど
）を
、
生
や
十
分
に

加
熱
調
理
し
な
い
で
食
べ
る 

○
感
染
者
が
十
分
に
手
洗
い
を
し

な
い
状
態
で
調
理
を
行
い
、
ウ
イ

ル
ス
が
付
い
た
食
品
を
食
べ
る 

○
感
染
者
の
便
や
お
う
吐
物
、
そ

れ
ら
に
汚
染
さ
れ
た
ド
ア
ノ
ブ

や
オ
ム
ツ
を
触
っ
た
手
な
ど
か

ら
の
二
次
感
染 

　
家
庭
で
で
き
る
感
染
予
防
対
策

■
「
手
洗
い
」
を
し
っ
か
り
行
う

　

特
に
食
事
前
、
ト
イ
レ
の
後
、

調
理
前
後
は
、
石
け
ん
で
よ
く
洗

い
、流
水
で
十
分
に
流
し
ま
し
ょ
う
。

※
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
は
、
風
邪
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
微
生
物
に
よ
る

食
中
毒
の
予
防
に
は
効
果
的
で
す

が
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
は
あ
ま
り

効
果
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

■
「
人
か
ら
の
感
染
」
を
防
ぐ

　

感
染
し
た
人
の
便
や
お
う
吐
物

に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス
が
、
乾
燥

し
て
空
気
中
に
漂
い
、
口
に
入
っ
て

感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
二

次
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
感
染
者
の

便
や
お
う
吐
物
を
処
理
す
る
と
き

は
使
い
捨
て
の
ゴ
ム
手
袋
や
マ
ス

ク
を
着
用
し
、
ま
た
、
周
囲
を
汚

染
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
「
食
品
か
ら
の
感
染
」
を
防
ぐ

①
加
熱
し
て
食
べ
る
食
材
は
中
心

部
ま
で
し
っ
か
り
と
「
加
熱
」

を
し
ま
し
ょ
う
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
汚
染
の
お
そ
れ
の
あ
る
食
品

の
場
合
、
ウ
イ
ル
ス
を
死
滅
さ

せ
る
に
は
、
中
心
部
が
85
℃
以

上
で
90
秒
間
以
上
の
加
熱
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
材
の

中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
火
を
通

し
ま
し
ょ
う 

②
調
理
器
具
や
調
理
台
は
「
消
毒
」

し
て
、
い
つ
も
清
潔
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
な
板
、
包
丁
、
食
器
、

ふ
き
ん
な
ど
は
使
用
後
す
ぐ
に

洗
い
、
煮
沸
消
毒
す
る
か
塩
素

系
漂
白
剤
に
浸
す
な
ど
し
て
、

い
つ
も
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

熱
湯（
85
℃
以
上
）で
１
分
以
上

の
加
熱
消
毒
が
有
効
で
す

　

感
染
し
た
ら
ど
う
す
る
の

　

す
ぐ
に
か
か
り
つ
け
の
内
科
・

小
児
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
体
力
の
弱
い
乳
幼
児
や
高
齢

者
は
、
脱
水
症
状
を
起
こ
し
た
り
、

体
力
を
消
耗
し
た
り
し
な
い
よ
う

に
、
水
分
と
栄
養
の
補
給
を
充
分

に
行
い
ま
し
ょ
う
。
下
痢
止
め
薬

は
、
病
気
の
回
復
を
遅
ら
せ
る
こ

と
が
あ
る
の
で
使
用
し
な
い
こ
と

が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
保
育
園
や
学
校
、
高
齢

者
の
施
設
な
ど
で
発
生
し
た
と
き

は
、
早
く
診
断
を
確
定
し
、
適
切

な
対
症
療
法
を
行
う
と
と
も
に
、

感
染
経
路
を
調
べ
、
感
染
の
拡
大

を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。
発
生
時

は
、
速
や
か
に
宗
像
・
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
〔
☎
０
９
４
０

（
３
６
）６
０
９
８
〕
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

おすすめ 料理レシピ

中間市食生活改善推進会（緑の会）による、身体に優しいレシピを大公開。

あなたも作ってみませんか

健康ファミリー

保健センター
☎（２４６）１６１１
ＦＡＸ（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

あなたの健康づくりのために

Health Care

エネルギー：38㎉
食塩：0ｇ

①�里芋は皮をむき、柔らかく茹でる
②�砂糖を①に加え、時々混ぜながらほと
んど水分がなくなるまで中火で煮る
③�②をマッシャーなどでつぶす
④�グリーンティを少量の水で溶かし、③
に入れてよく練り混ぜる
⑤�手に片栗粉を付けて、④を形よく丸
める

里芋もち

里芋…200g、砂糖…大
さじ１、グリーンティ…
大さじ１、片栗粉…適量

材料（４人分） 作り方
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やっちゃれ
環境

環境保全課☎（２４６）６２６５

消費生活センター☎（２４６）５１１０

今月のテーマ

ら し の

ミ カ タ ♪

く
知っ得！

「無料点検」に応じたら…
高額な排水管工事の勧誘

平成26年度のもえるごみの搬入量は、対25年度比３％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

26 年度 25 年度 差
（26 年度－ 25 年度） 減量率

11 月 874,480㎏ 889,950㎏ △ 15,470㎏ 1.7％

累計 7,686,970㎏ 7,721,240㎏ △ 34,270㎏ 0.4％

し
な
い 

さ
せ
な
い

不
法
投
棄

　

市
内
の
川
や
道
路
沿
い
な
ど
の

公
共
の
場
所
や
空
き
地
に
、
ご
み

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き
缶
な
ど

が
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
散
乱
し
た
ご

み
に
よ
っ
て
快
適
な
生
活
環
境
が

損
な
わ
れ
る
ば
か
り
か
、
地
域
の

生
態
系
や
治
安
に
も
少
な
か
ら
ず

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
一
人

ひ
と
り
が
モ
ラ
ル
と
責
任
を
持
ち
、

き
れ
い
な
ま
ち
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

不
要
な
家
電
は
リ
サ
イ
ク
ル

　

次
の
家
電
製
品
は
、
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
よ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
通
常
の
粗
大
ご
み
と

し
て
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

正
し
く
処
理
す
る
こ
と
で
、
有
用

部
品
の
再
利
用
、
廃
棄
物
量
の
減

量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
に

な
る
家
電

○
エ
ア
コ
ン

○
テ
レ
ビ（
ブ
ラ
ウ
ン
管
、
液
晶
、

プ
ラ
ズ
マ
）

○
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫

○
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機

●
処
理
方
法　
リ
サ
イ
ク
ル
券
の

購
入（
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
支

払
い
）が
必
要
に
な
り
、
引
き

取
り
を
依
頼
す
る
場
合
は
別
途

収
集
運
搬
料
な
ど
が
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

○
販
売
店
な
ど
で
買
い
替
え
る
場

合
…
買
い
替
え
商
品
を
購
入
す

る
販
売
店
へ
引
き
取
り
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い

○
廃
棄
す
る
場
合
…
廃
棄
家
電
を

購
入
し
た
販
売
店
へ
引
き
取
り

を
依
頼
す
る
か
、
地
区
の
ご
み

収
集
業
者
へ
引
き
取
り
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い

※
自
分
で
指
定
引
取
場
所
へ
持
ち

込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
郵
便
局

で
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
購
入
し（
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
の
支
払
い
）、
西
日
本

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
株
式
会
社（
北
九

州
市
若
松
区
響
町
一
丁
目
62
番
）へ

直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

小
型
家
電
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
は

回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ

　

市
役
所
本
館
の
玄
関
脇
、
中
央

公
民
館
に
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
回
収
家

電
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
の
で
、

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
と
し
て
出
す
場
合
は
、
燃

え
な
い
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
廃
棄
の
際
、
パ
ソ
コ
ン

な
ど
の
デ

ー
タ
管
理

に
は
気
を

付
け
て
く

だ
さ
い
。

■
相
談
事
例　

　
「
無
料
で
排
水
管
の
点
検
を

す
る
」
と
業
者
が
訪
ね
て
き
た

の
で
、「
無
料
な
ら
」
と
思
い

見
て
も
ら
っ
た
。
す
る
と
、
排

水
管
の
一
部
が
割
れ
て
い
る
写

真
を
見
せ
ら
れ
「
工
事
が
必
要
」

と
言
わ
れ
た
た
め
、
工
事
契
約

を
結
ん
だ
。

　

工
事
当
日
、「
水
漏
れ
し
て

い
て
隣
の
家
ま
で
水
が
流
れ
て

い
る
。
先
に
別
の
工
事
を
し
な

い
と
大
変
だ
」
と
言
わ
れ
た
。

工
事
費
が
合
計
で
70
万
円
と
高

額
に
な
っ
た
の
で
迷
っ
て
い
る

と
、「
特
別
に
50
万
円
に
す
る
」

と
値
引
き
を
示
さ
れ
、
隣
の
家

に
迷
惑
が
か
か
る
の
は
困
る
と

思
い
、
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

■
ア
ド
バ
イ
ス　

　
「
無
料
で
点
検
」
な
ど
と
言
っ

て
訪
問
し
、
点
検
後
に
消
費
者

の
不
安
を
あ
お
り
、
工
事
な
ど

の
契
約
を
結
ば
せ
る
手
口
で
す
。

ま
た
、
業
者
が
勝
手
に
個
人
宅

敷
地
に
入
り
込
み
、「
排
水
溝

の
蓋ふ

た

を
空
け
点
検
し
て
み
た
ら
、

ヘ
ド
ロ
だ
ら
け
な
の
で
今
す
ぐ

清
掃
が
必
要
」
と
、
慌
て
て
訪

ね
て
き
た
ふ
り
を
し
て
、
簡
単

な
放
水
作
業
だ
け
で
高
額
請
求

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
一

度
契
約
す
る
と
次
々
と
別
の
契

約
を
迫
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。
安
易
に
業
者
を
家
に

入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
「
特
別
に
値
引
き
す
る
」
な

ど
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
の
場
で

契
約
せ
ず
、
家
族
や
周
囲
の
人

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
必
要
な

い
場
合
は
、
き
っ
ぱ
り
断
る
こ

と
が
大
切
で
す
。 

　

契
約
後
や
工
事
完
了
後
で

も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
契

約
の
取
り
消
し
な
ど
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
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よくわかる
医療講座

88
No

今月のテーマ

中間市立病院医師が、健康の
ためになる話をお届けします。

中間市立病院☎（２４５）０９８１

■
腰
痛
に
手
術
療
法

　
（
脊
椎
固
定
術
）は
有
効
か

　

重
度
の
慢
性
腰
痛
を
持
つ
患
者

に
対
し
て
脊
椎
固
定
術
を
行
う
こ

と
で
、
疼
痛
軽
減
や
機
能
障
害
を

減
少
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

腰
痛
治
療
で
脊
椎
固
定
術
と
集
中

的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
間
に

は
明
確
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日

本
で
は
一
般
的
に
、
腰
痛
だ
け
で
手

術
を
行
う
こ
と
は
稀ま

れ

な
こ
と
で
す
。

■
腰
痛
に
代
替
療
法
は
有
効
か

　

日
本
で
の
代
替
療
法
は
、
柔
道

整
体
、
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指

圧
、
鍼
灸
が
あ
り
、
保
険
診
療
上

で
は
医
師
の
同
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
代
替
療
法
の
有
効
性
に

関
す
る
文
献
は
、
日
本
で
は
み
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

■
腰
痛
の
治
療
評
価
法
で

　

有
用
な
も
の
は

　

健
康
関
連
Ｑ
Ｏ
Ｌ
評
価（
生
活

の
質
）は
、
身
体
的
、
心
理
的
、

社
会
的
角
度
か
ら
多
面
的
要
因
を

評
価
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

痛
み
自
体
を
評
価
す
る
方
法
と

し
て
Ｖ
Ａ
Ｓ（V

isual A
nalog 

Scale

）が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
い
く
つ
か
の

有
用
な
専
門
的
評
価
法
が
み
ら
れ

ま
す
。

■
腰
痛
は
予
防
可
能
か

○
運
動
療
法
…
腰
痛
の
発
症
予
防

に
有
効
で
す

○
コ
ル
セ
ッ
ト
の
腰
痛
予
防
効
果
…

一
致
し
た
見
解
が
あ
り
ま
せ
ん

○
認
知
行
動
療
法
…
腰
痛
が
慢
性

化
し
身
体
障
が
い
の
発
生
や
病

欠
が
長
期
間
に
及
ぶ
の
を
予
防

す
る
た
め
に
有
効
で
す

○
職
業
性
腰
痛
…
腰
痛
発
症
後
も

活
動
性
の
維
持
や
仕
事
内
容
の

変
更
な
ど
で
な
る
べ
く
早
く
復

職
す
る
こ
と
に
よ
り
、
腰
痛
の

遷
延
や
身
体
障
が
い
の
発
生
が

予
防
さ
れ
、
病
休
の
長
期
化
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

心
的
要
因
が
大
き
い
ハ
イ
リ
ス

ク
群
に
対
す
る
腰
痛
発
症
後
早

期
の
対
処
が
、
腰
痛
の
慢
性
化

や
身
体
障
が
い
の
発
生
を
防
ぎ

ま
す

■
お
わ
り
に

　

今
回
の
腰
痛
治
療
最
前
線
シ
リ

ー
ズ
で
は
、
言
葉
の
表
現
が
難
し

く
、
わ
か
り
に
く
い
内
容
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
文
献
の
記
述
が
正

確
に
伝
わ
ら
ず
、
誤
っ
て
理
解
さ

れ
る
の
は
本
意
で
は
な
い
と
考
え

て
の
こ
と
で
す
。

　

今
後
、
何
か
腰
痛
で
困
っ
た
と

き
に
、
関
連
し
た
項
目
を
再
度
読

み
返
し
、
役
に
立
て
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

■
参
考
文
献　
腰
痛
診
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
２
０
１
２
（
監
修
・
日
本

整
形
外
科
学
会 

日
本
腰
痛
学
会
）

中 間 市 民 図 書 館 だ よ り ●開館時間　午前９時30分～午後７時
●休 館 日　１月 19 日月、26 日月、
　28 日水、２月２日月、９日月
●住 所　蓮花寺三丁目１- ２

☎（２４５）４６６４

図書館マスコットキャラクター
「よむむしくん」

中間市民図書館

定例おはなし会

●日 時　１月17日土・午前11時～
●場 所　おはなしのへや　
●内 容　絵本の読み聞かせ、紙芝居など

医療講座

この時期気をつけたい高血圧
のお話です。
●日 時　１月 30 日金・
　午後２時～３時
●場 所　市民図書館
●対 象　一般
●定 員　30 人程度
●講 師　市立病院医師
●�申込方法　１月 14 日水か

ら市民図書館カウンターで
受け付けます

それでも前へ進む
伊集院静・著
めぐる季節とともに思い返す、家族、友、
仕事、人生。誰よりも多くの出会いと別
れを経験した著者だから語れる、苦しみ
と優しさに満ちた魂のメッセージ。

九州・山口の近代化遺産群パネル展

中間市から世界遺産を目指し、１月 10 日
から２月 28 日まで、館内で展示します。
※休館日を除きます。

おぞうにくらべ
宮野聡子・作　絵
お正月、おばあちゃんの家に行ったきみ
ちゃんは色々なお雑煮に出会いました。
どの家にもある大切な味、お正月とお雑
煮の読み聞かせ絵本です。

腰痛治療最前線
中間市立病院副院長

力丸 俊一 医師
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消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館２階）

悪質商法などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後４時
●問合先　消費生活センター☎（２４６）５１１０

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）
など児童に関する相談をお受けします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　こども未来課
　☎（２４６）３５１５

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

未成年者の非行などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権センター）

あなたが納得のいく生き方ができるよ
うお手伝いします。
●�受付　月曜日～金曜日・午前８時30

分～午後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課
　☎（２４５）７８０１

補聴器相談
■場所 福祉支援課・ハピネスなかま

●�日時　毎月第１〜４火曜日・午後１時〜
２時は福祉支援課（市役所１階）、午後２
時30分〜３時30分はハピネスなかま
●問合先　福祉支援課☎（２４６）６２８２

Free
Consultation

無料相談
コーナー

〜気軽に利用してください〜 県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　２月12日木・午前10時〜午後
４時（受付は午後３時まで）
●問合先　安全安心まちづくり課
　☎（２４６）２０１７

行政相談
■場所 ハピネスなかま

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
●�日時　２月７日土、20日金・午後３時

〜５時
●問合先　企画政策課☎（２４６）６２７１

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　２月７日土、20日金、26日木・
午後３時〜５時（前日まで窓口で予約受
付・受付時間は月曜日〜金曜日の午前
８時30分〜午後５時15分・定員６人）
●問合先　中間市社会福祉協議会
　☎（２４４）１２３０

　

中
間
市
に
本
格
焼
酎
が
誕
生
し

ま
し
た
。
そ
の
名
は
「
筑
前
中
間

郷
」。
ま
ろ
や
か
で
、
す
っ
き
り
し

た
味
が
特
徴
の
芋
焼
酎
で
す
。

　

遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
が
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
を
想

定
し
、
中
間
の
名
産
品
に
な
る
も

の
を
作
ろ
う
と
、
中
間
商
工
会
議

所
で
昨
年
６
月
ご
ろ
か
ら
企
画
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
中
間

商
工
会
議
所
副
会
頭
の
日ひ

だ

か高
教の

り

お夫

さ
ん
。
日
高
さ
ん
が
、
知
人
の
い

る
薩
摩
酒
造
株
式
会
社
に
焼
酎
を

作
っ
て
ほ
し
い
と
打
診
し
、
薩
摩

酒
造
株
式
会
社
の
関
連
会
社
で
あ

る
萬
世
酒
造
株
式
会
社
の
協
力
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

発
案
当
初
は
、
地
産
地
消
を
目

指
し
、
中
間
市
産
の
原
材
料
を
使

用
し
た
焼
酎
作
り
を
検
討
し
ま
し

た
が
、
品
質
や
コ
ス
ト
の
維
持
が
困

難
な
こ
と
か
ら
Ｐ
Ｂ（
既
存
製
品
を

独
自
の
名
前
で
販
売
す
る
）商
品
と

し
て
発
売
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

消
費
者
が
手
に
取
り
や
す
い
商
品

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
価
格
は
５
合
瓶

で
１
、０
０
０
円
以
下
に
設
定
。
条

件
に
見
合
う
焼
酎
を
萬
世
酒
造
株

式
会
社
に
提
供
し
て
も
ら
い
、
４

種
類
の
中
か
ら
商
工
会
議
所
内
部

で
決
定
し
ま
し
た
。
銘
柄
は
、
中

間
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
だ
か
ら

「
中
間
」
と
い
う
文
字
は
欠
か
せ
な

い
、
ふ
る
さ
と
を
感
じ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
２
つ
の
強
い
思
い
か
ら

「
筑
前
中
間
郷
」
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
の
協
力
な
し
で
は
、
こ
こ
ま
で

た
ど
り
着
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
を
起
爆
剤
に
、
今
後
は
中
間
銘

菓
な
ど
も
作
っ
て
い
け
る
と
い
い
で

す
ね
」
と
日
高
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
が
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
、
多
く

の
人
が
中
間
市
を
訪
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
中
間
商
工
会
議

所
で
は
、
中
間
市
、
市
内
の
事
業

所
と
連
携
し
た
中
間
ブ
ラ
ン
ド
作

り
を
検
討
し
、
訪
れ
る
人
を
お
も

て
な
し
で
き
る
よ
う
な
体
制
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
と
き

に
は
、
み
ん
な
で
『
筑
前
中
間
郷
』

で
乾
杯
し
た
い
で
す
ね
」
と
日
高

さ
ん
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

●
販
売
開
始
日　
１
月
10
日
土

●
販
売
場
所　
市
内
酒
販
店
な
ど

●
販
売
価
格　
１
本（
900
㎖
）998
円

※
消
費
税
込
。

●
問
合
先

○
安
部
酒
販
株
式
会
社
…

　

☎（
２
４
４
）１
１
８
６

○
中
間
商
工
会
議
所
…

　

☎（
２
４
５
）１
０
８
１

中
な か ま の さ と

間郷
中間市に本格芋焼酎が誕生しました

筑前

【写真左から】
日高教夫さん（中間商工会議
所副会頭）、福田勝さん（中間
商工会議所専務理事）
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し
ゃ
べ
っ
ち
ゃ
イ
ヤ
ー
よ
！
み
ん
な
de

恵
方
巻
き
丸
か
じ
り
パ
ー
テ
ィ
ー

　

節
分
に
合
わ
せ
て
、
恵
方
巻
き

づ
く
り
教
室
と
恵
方
巻
き
丸
か
じ

り
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
す
。
み

ん
な
で
「
西
南
西
」
の
方
角
を
向

い
て
、
無
言
で
自
作
の
恵
方
巻
き

を
食
べ
き
り
、
福
を
呼
び
込
み
ま

せ
ん
か
。

●
日

時　
１
月
31
日
土
・
午

前
10
時
～
正
午

●
場

所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

●
定

員　
20
人（
先
着
順
）

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
方
法　
１
月
30
日
金
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
講

師　
中
間
市
食
生
活
改

善
推
進
会
の
み
な
さ
ん

※
参
加
者
に
は
、
恵
方
巻
き
１
本
、

す
ま
し
汁
、
お
茶
の
お
も
て
な
し

が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
生
涯
学
習
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
２
４

中
間
都
市
計
画
の
変
更
案
を

お
見
せ
し
ま
す

●
内

容　
中
間
都
市
計
画
下

水
道
の
変
更（
土
手
ノ
内
地
区

調
整
池
計
画
）

●
期

間　
１
月
13
日
火
～
26

日
月（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）・

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

●
場

所　
下
水
道
課

●
意
見
書
の
提
出　
右
記
都
市
計

画
案
に
意
見
が
あ
る
人
は
、
１

月
27
日
火（
必
着
）ま
で
に
、
中

間
市
長
あ
て
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
要
旨

は
、
右
記
都
市
計
画
案
が
審
議

さ
れ
る
中
間
市
都
市
計
画
審
議

会
に
提
出
さ
れ
ま
す

●
問
合
先　
下
水
道
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
５
６

キ
ッ
ズ
＆
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

乾
燥
し
て
い
る
こ
の
時
期
、
オ

イ
ル
を
使
っ
て
親
子
で
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
経
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
優

し
い
マ
マ
の
手
で
お
子
さ
ん
と
の

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

●
日

時　
１
月
22
日
木
・
午

前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場

所　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

●
対
象
・
定
員　
２
歳
～
４
歳
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
・
15
組
程
度

●
参
加
料　
無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の　
お
茶
、
タ

オ
ル
、
着
替
え

●
申
込
方
法　
１
月
20
日
火
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先　
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
５
）５
５
５
７

歴
史
が
教
え
て
く
れ
る

日
本
人
の
生
き
方

　
「
日
本
人
に
は
こ
ん
な
素
敵
な

人
た
ち
が
い
た
ん
で
す
」。
歴
史

を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て

年
号
を
記
憶
し
、
人
物
の
名
前
や

出
来
事
を
暗
記
す
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
回
の
講
演
で
は
、

博
多
の
歴
女
白し

ら
こ
ま駒
妃ひ

と

み

登
美
さ
ん
に

歴
史
上
の
人
物
に
見
る
日
本
人
の

生
き
方
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
日

時　
１
月
21
日
水
・
午

後
７
時
～
９
時

●
場

所　
中
間
商
工
会
議
所

●
参
加
料　
無
料

●
定

員　
30
人

●
申
込
・
問
合
先　
中
間
商
工
会

議
所

　
☎（
２
４
５
）１
０
８
１

第
４
回
中
間
市
ペ
タ
ン
ク

大
会
参
加
者
募
集

●
日

時　

２
月
１
日
日
・
午

前
９
時
～

●
場

所　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
参
加
資
格　
中
間
市
在
住
、
在

勤
、
中
間
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

活
動
者
で
あ
る
こ
と

●
チ
ー
ム
編
成　

○
小
学
生
の
部
…
小
学
生
で
編
成

し
た
３
人
１
組
の
チ
ー
ム

※
大
人
が
代
表
者
と
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

○
一
般
の
部
…
中
学
生
以
上
の
３

人
１
組
の
チ
ー
ム

●
代
表
者
会
議　
１
月
27
日
火
の

午
後
６
時
30
分
か
ら
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す

●
参
加
料　
１
、０
０
０
円

　
（
１
チ
ー
ム
）

※
代
表
者
会
議
時
に
徴
収
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記

入
の
う
え
、
１
月
23
日
金
ま
で

に
、
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い

●
問
合
先　
体
育
協
会
事
務
局

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
１

年
に
一
度
は
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
を
対
象
に
生
活
習
慣

病
の
予
防
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
目
的
に
健
康
診
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
受
診
し
て
い
な

い
人
は
、
予
約
の
う
え
実
施
医
療

機
関
な
ど
で
早
め
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　

実
施
医
療
機
関
は
、
受
診
票
と

同
封
し
て
い
る
一
覧
表
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

●
自
己
負
担
金　
１
人
500
円

●
平
成
26
年
度
の
受
診
期
限

　
平
成
27
年
３
月
31
日
火

●
受
診
時
に
必
要
な
も
の　
被
保

険
者
証（
保
険
証
）、
受
診
票
、

自
己
負
担
金
500
円

※
受
診
票
は
広
域
連
合
か
ら
郵
送

し
て
い
ま
す
。
見
当
た
ら
な
い
場

合
は
再
発
行
し
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
福
岡
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
２（
６
５
１
）３
１
１
１

農
林
業
を
行
っ
て
い
る

み
な
さ
ん
へ

　

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

の
調
査
の
一
つ
で
あ
る
「
農
林
業

経
営
体
調
査
」
を
２
月
１
日
現
在

で
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
日

本
の
農
林
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
５
年
ご
と
に

実
施
し
て
い
る
大
切
な
調
査
で
す
。

　

１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
一

定
の
規
模
以
上
の
経
営
を
行
っ
て

い
る
人
の
も
と
へ
、
福
岡
県
知
事

か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
作
成
の

目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
の
趣
旨・

必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
回

答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　
企
画
政
策
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
４

身近な役立つ情報を
お届けします

Infomation

くらしの
情報
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ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

家
族
学
習
会
を
開
催

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
病
気
の

理
解
と
そ
の
病
気
を
抱
え
る
家
族

の
対
処
方
法
を
学
び
ま
す
。

●
日

時　
２
月
13
日
金
・
午

後
７
時
～
８
時
30
分（
受
付
は

６
時
30
分
～
）

●
場

所　
河
東
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
宗
像
市
須

恵
一
丁
目
４
‐
１
）

●
対

象　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
者
の
治
療
を
受
け
て
い
る
家

族
な
ど

●
申
込
締
切　
２
月
６
日
金

●
申
込
・
問
合
先　
宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
☎
０
９
４
０（
３
６
）２
４
７
３

所
得
税
の
還
付
申
告
と

確
定
申
告
を
受
け
付
け
ま
す

　

所
得
税
の
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー

　

納
税
者
の
み
な
さ
ん
の
利
便
を

図
る
た
め
に
、
還
付
申
告
セ
ン
タ

ー
を
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
、
還
付
申
告
書
の
記
載

方
法
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
に
よ
る
申
告
の
相
談
は「
還

付
申
告
セ
ン
タ
ー
」
で
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
若
松
税
務
署
に

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
還
付
申
告
の
相
談
が
で
き
る
人

○
給
与
所
得
者
で
、
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
・
医
療
費
控
除
な

ど
の
還
付
を
受
け
る
人
や
平
成

26
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末

調
整
が
済
ん
で
い
な
い
人

○
年
金
所
得
者
で
、
源
泉
徴
収
さ

れ
た
税
金
の
還
付
を
受
け
る
人

な
ど

※
次
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
遠
賀

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
相

談
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

〇
事
業
を
営
む
人

〇
生
命
保
険
な
ど
の
営
業
職
員

〇
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

〇
贈
与
税
の
申
告
や
不
動
産
、
株

式
な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人

〇
原
稿
料
、
報
酬
な
ど
の
収
入
が

あ
る
人

●
場

所　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

　
（
遠
賀
町
広
渡
23
‐
６
）

●
期

間　
１
月
28
日
水
～
30

日
金
・
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

※
30
日
は
午
後
２
時
ま
で
で
す
。

　

確
定
申
告
は

　

こ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
場

所　
若
松
港
湾
合
同
庁

舎（
若
松
区
本
町
一
丁
目
14
‐
12
）

※
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
開
設
期
間

○
所
得
税
・
贈
与
税
…
２
月
12
日

木
～
３
月
16
日
月

○
個
人
事
業
者
消
費
税
…
２
月
12

日
木
～
３
月
31
日
火

●
受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後

４
時

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
開
設

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
２
月
22
日
日

と
３
月
１
日
日
は
次
の
会
場
で
申

告
相
談
を
行
い
ま
す
。

○
会
場
…
ア
ジ
ア
太
平
洋
イ
ン
ポ

ー
ト
マ
ー
ト
ビ
ル
３
階（
小
倉

北
区
浅
野
三
丁
目
８
‐
１
）

○
受
付
時
間
…
午
前
９
時
～
午
後

４
時

※
中
間
市
役
所
で
の
申
告
相
談
は
、

例
年
ど
お
り
行
い
ま
す
。

●
問
合
先　
若
松
税
務
署

　
☎（
７
６
１
）２
５
３
６

１
月
10
日
は
110
番
の
日

　

110
番
は
警
察
へ
の
緊
急
通
報
専

用
電
話
で
す
。
１
分
１
秒
を
争
う

事
件
や
事
故
な
ど
は
、
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇
せ
ず

110
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。
急

を
要
さ
な
い
相
談
や
要
望
は
、
警

察
相
談
専
用
電
話
「
＃
９
１
１
０
」

へ
お
願
い
し
ま
す
。

※
110
番
通
報
の
中
に
は
、
間
違
い

電
話
や
い
た
ず
ら
電
話
な
ど
が
約

２
割
を
占
め
て
い
て
、
真
の
緊
急

通
報
へ
の
対
応
に
影
響
を
及
ぼ
す

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
迅
速
・

適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
110
番
の
ポ
イ
ン
ト　
110
番
通
報

で
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
現
場

に
い
ち
早
く
警
察
官
を
派
遣
す

る
こ
と
で
す
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
質
問
に
落
ち
着
い
て
ゆ
っ
く

り
と
答
え
て
く
だ
さ
い

●
問
合
先　
折
尾
警
察
署

　
☎（
６
９
１
）０
１
１
０

放
送
大
学
入
学
生

（
平
成
27
年
４
月
）
を
募
集

　

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
、
国
が
作
っ
た
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
な

ど
幅
広
い
分
野
の
科
目
を
自
宅
の

テ
レ
ビ
な
ど
で
学
べ
ま
す
。
学
力

試
験
は
な
く
、
15
歳
以
上（
全
科

履
修
生
は
18
歳
以
上
）で
あ
れ
ば

入
学
で
き
、
学
士（
教
養
）の
学
位

が
取
得
で
き
ま
す
。
ま
た
、
18
歳

以
上
で
あ
れ
ば
大
学
院
の
修
士
科

目
生
、
修
士
選
科
生
と
し
て
入
学

で
き
ま
す
。

●
募
集
締
切　
３
月
20
日
金

※
入
学
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

●
資
料
請
求
・
問
合
先　
放
送
大

学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２（
５
８
５
）３
０
３
３

福
祉
の
し
ご
と

就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

　

求
人
情
報
が
あ
る
事
業
所
な
ど

が
参
加
し
、
個
別
に
面
談
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
福
祉
に
関
す
る
資

格
や
就
職
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
日

時　

２
月
６
日
金
・
午

前
11
時
30
分
～
午
後
４
時

●
場

所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ（
春
日
市
原
町
三
丁
目
１
‐
７
）

●
内

容　
就
活
応
援
セ
ミ
ナ

ー
、
求
人
事
業
所
と
求
職
者
と

の
就
職
面
談
会
、
相
談
コ
ー
ナ

ー
な
ど

●
対

象　
社
会
福
祉
施
設
な

ど
へ
の
就
職
希
望
者
、
平
成
27

年
３
月
末
の
大
学
・
専
門
学
校

な
ど
の
卒
業
予
定
者

●
託

児　
事
前
予
約
で
、
生

後
３
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で
の

託
児
を
行
い
ま
す

●
問
合
先　
福
岡
県
社
会
福
祉

協
議
会

　
☎
０
９
２（
５
８
４
）３
３
１
０

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

黒
崎
サ
テ
ラ
イ
ト
を
開
設

　
「
仕
事
は
し
た
い
が
自
信
が
な

い
」「
就
職
活
動
の
仕
方
が
わ
か

ら
な
い
」
な
ど
の
悩
み
を
抱
え
る

若
者
を
対
象
に
、
個
別
相
談
・
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
、
自
立
に
向
け
た
支

援
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
予

約
制
な
の
で
、
待
ち
時
間
な
し
で

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
電
話
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

毎
月
第
１
・
第
３

金
曜
日
・
午
前
10
時
～
午
後
５
時

●
場

所　
北
九
州
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン　
　
　

黒
崎
サ

テ
ラ
イ
ト（
八
幡
西
区
黒
崎
三

丁
目
15
‐
３
）

●
問
合
先　
北
九
州
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎（
５
１
２
）１
８
７
１
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なかまハーモニーホールで暴力追放市民集会・防犯大
会が開催されました。この大会は、安全に安心して暮
らせる中間市をめざし、警察、行政、市民が団結して
暴力追放を訴えるもの。松下俊男市長と元吉雄一折尾
警察署長は「みなさんと団結して暴力団の無い安全安
心なまちをめざしましょう」と呼びかけました。その後、
参加者は「暴力追放をめざし団結するぞ」などと唱和し
ながらやすらぎ通りまでをパレードしました。

団結して暴力を追放しよう
11 月 27 日・中間市暴力追放市民集会・中間市防犯大会

なかまハーモニーホールで、中間市幼
年消防クラブ大会が行われました。空
気が乾燥し、火災の危険が増すこの季
節。市内の幼稚園と保育園の子どもた
ちが一同に会し、「火遊びをしません」
と防火の誓いを行ったり、災害時の避
難のルールを勉強したりしました。腹
話術やマジックショーを楽しんだ後、
最後は消防署職員のみなさんによる演
劇が行われ、火遊びを絶対にしないと
約束しました。市民のみなさんも、火
の元には十分ご注意ください。

お父さん、お母さん、先生の教えを守ります
12 月９日・幼年消防クラブ大会

フォトショット

まちのわだい

楽しいイベントや地域の話題などをお届けします

市内の、中学校から学年ごとにそれぞれ２人が出場し
て英語暗唱大会が開催されました。１年生は「イルカの
ディロ」、２年生は「我が美しき国 日本」、３年生は「マ
ザーテレサ」についてのスピーチ。日頃、 英語の先生や
ＡＬＴから発音・アイコンタクト・ジェスチャーを重視
してスピーチするよう指導を受け、すばらしい発表の
場となりました。 出場したみなさんには、この経験を
活かして広い世界で活躍してほしいですね。

Boys be ambitious
11 月 29 日・第５回中間市中学生英語暗唱大会
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まちのわだい
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日本野鳥の会に所属する中
な か が わ ら

川原邑
ゆ う じ

治さん（中鶴一丁目）
は、バードウォッチング中に突然路上で倒れ、呼吸や脈
がない同会会員に対し、即座に心臓マッサージを施しま
した。救急車が到着したときには呼吸は戻っていたそう
です。須本弘幸消防長からその功績を表彰された中川
原さんは「ＡＥＤと心臓マッサージの講習が役に立ちま
した。自分にできることをやっただけです。息を吹き返
したときは本当にうれしかったです」と話しました。

人命救助へのご協力ありがとうございます
12 月 12 日・人命救助表彰

山本天虹さん（底井野小学校３年生）が夏休みに行っ
た「タガメの飼育観察研究」が、「小・中学生科学研究
作品展」で、県内約35,000 点の中から優良賞を受賞し、
さらに科学コミュニケーション賞を受賞しました。山本
さんは、譲り受けた卵から孵化させるまでのタガメの
成長過程を記した観察記録や自作の新聞を手に、増田
俊明教育長に受賞の喜びを報告。「次は野生のタガメを
捕まえて育てたい」と新たな意気込みを話しました。

タガメのお世話は楽しかった
12 月４日・山

や ま も と

本天
あ め り

虹さんが喜びの受賞報告

地域交流センターでクリスマスリース作りが行われま
した。リースとは、花や葉っぱなどで作る装飾用の輪
のこと。リースの素材となる樹木や木の実などは、市
内で採取したものを使用しました。生涯学習課職員の
指導のもとで、塗装や飾り付けに悪戦苦闘しながらも
一つひとつ丁寧に作業を進めた参加者のみなさん。２
時間ほどかけて完成した世界に一つだけのオリジナル
リースに、満足げな表情を浮かべていました。

世界に一つだけのオリジナルリース
11 月 29 日・クリスマスリース作り

働く婦人の家で、親子凧作り教室が行われ、土佐凧作
りに市内外から92人の親子が参加しました。中間市凧
作り保存会のみなさんの指導のもと、慣れない手つき
で熱心に凧作りに励む参加者。「こうした方が高く飛ぶ」
など、保存会のみなさんのアドバイスを受け、それぞ
れが自作の凧を作り上げました。今回作成した凧は、
１月18日に市役所前遠賀川河川敷で開催される「ふる
さと遠賀川たこあげ大会」で大空を泳ぎます。

高く揚がるか楽しみだな
12 月７日・親子凧作り教室
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ボ
ル
ド
ー
展

～
美
と
陶
酔
の
都
へ
～

　

先
史
時
代
か
ら
20
世
紀
ま
で
、
ボ
ル

ド
ー
の
悠
久
の
歴
史
と
美
術
を
紹
介
し

ま
す
。
焼
け
跡
か
ら
甦
っ
た
ド
ラ
ク
ロ

ワ
奇
跡
の
大
作
が
堂
々
来
日
し
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
期

間　
１
月
31
日
土
～
３
月
29

日
日

●
休
館
日　
毎
週
月
曜
日

●
開
館
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後

５
時
30
分（
入
館
は
５
時
ま
で
）

●
場

所　

福
岡
市
博
物
館（
福
岡

市
早
良
区
百
道
浜
三
丁
目
１
‐
１
）

●
観
覧
料　

一
般
１
、３
０
０
（
１
、

１
０
０
）円
、
高
大
生
900（
700
）円
、
小

中
生
600（
400
）円

※（　
）内
は
前
売
り
、
20
人
以
上
の
団

体
料
金
で
す
。
ほ
か
に
も
割
引
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
福
岡
市
博
物
館

　
☎
０
９
２（
８
４
５
）５
０
１
１

春
休
み
海
外
派
遣
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

春
休
み
に
青
少
年
を
対
象
と
し
た
国

際
交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
と
お
し
て
、
お
互
い
の
理
解

や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
い
ま
し

ょ
う
。

　

海
外
派
遣
事
業

●
期

間　
３
月
25
日
水
～
４
月
５

日
日

●
内

容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体
験
、

英
語
研
修
、
地
域
見
学
、
野
外
活
動

な
ど

●
派
遣
先　
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ジ
ー
、
フ
ィ

リ
ピ
ン

●
対

象　
小
学
３
年
生
～
高
校
３

年
生
の
児
童
・
生
徒

●
参
加
料　
35
万
８
、０
０
０
円
～

　
49
万
８
、０
０
０
円

※
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
１
月
26

日
月
ま
で
に
申
し
込
む
と
早
割
り
で

１
万
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

●
申
込
締
切　
２
月
２
日
月

　

事
前
説
明
会

●
日

時　
１
月
24
日
土
・
午
後
１

時
30
分
～
３
時

●
場

所　

深
見
ビ
ル（
福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
前
四
丁
目
14
‐
１
）

　

い
ず
れ
も

●
申
込
・
問
合
先　
公
益
財
団
法
人
国

際
青
少
年
研
修
協
会

　
☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

中間市公式キャラクター
「なかっぱ」

が
家 のわ

すこやか
ちゃん
すこやか
ちゃん

このページは、みなさんで作るコー
ナーだぬん。イラストやエッセイ、
お知らせなど待ってるぬん。「すこや
かちゃん」「文芸歳時記」も応募して
ほしいぬん。
●�応募・問合先　企画政策課広報広聴係
（809‐8501 中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271

いつも元気で、とっても甘えん
坊な彩音ちゃん。これからも、
あなたの成長が楽しみです。

H24.11.17 生
（中鶴四丁目）

西
にしむら

村 彩
あ や ね

音ちゃん

お姉ちゃんとお兄ちゃんにかわ
いがられてます。元気で明るい
颯ちゃんでいてね！

H25.10.15 生
（土手ノ内三丁目）

靏
つ る だ

田 颯
そ う た

太ちゃん

18広報なかま１月 10 日号
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ア
ル
ミ
鍋
の
焦
げ
付
き
は
、
卵
の
殻
を
ス
ポ
ン
ジ
に
つ
け
て
こ
す
る
と
よ
く
落
ち
る
。

知
っ
て
て
損
は
な
い

豆
知
識

歳
か
く
し
マ
ニ
キ
ュ
ア
し
て
も
し
わ
で
バ
レ

　
　
　
中
間
三
丁
目	

仰
　
木
　
孝
　
子

世
話
役
が
辞
め
て
消
え
ゆ
く
ク
ラ
ス
会

　
　
　
小
田
ヶ
浦
二
丁
目	
武
　
田
　
睦
　
代

せ
っ
か
ち
の
種
を
蒔
い
て
は
摘
ん
で
い
る

　
　
　
扇
ヶ
浦
四
丁
目	

西
　
本
　
多
津
子

錆
の
き
た
脳
細
胞
を
洗
い
た
い

　
　
　
中
間
四
丁
目	

森
　
　
　
紀
　
子

終
り
ま
で
約
款
を
読
む
ヒ
マ
な
人

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

古
　
谷
　
龍
太
郎

吉
富 

廣 

選

川 
柳

街
路
樹
は
裸
木
と
な
り
て
雪
つ
も
る
わ
れ
が
裡
に
も
深
し
ん
と
ふ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
央
三
丁
目	

掛
　
田
　
清
　
香

地
平
線
し
ず
む
夕
日
に
染
め
ら
れ
て
海
は
し
ず
か
に
く
れ
な
ず
み
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
手
ノ
内
一
丁
目	

岡
　
本
　
マ
キ
子

口
を
つ
き
出
る
た
め
息
と
か
け
声
は
健
康
理
学
に
適か

な

う
ら
し
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
四
丁
目	

吉
　
岡
　
比
呂
己

愛
犬
を
抱
く
笑
顔
の
老
人
の
長
命
祈
る
秋
の
夕
暮
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	

髙
　
田
　
厚
　
子

夫
婦
と
は
良
し
も
悪
し
き
も
認
め
合
い
長
い
道
の
り
二
人
三
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
二
丁
目	

山
　
下
　
純
　
子

中
間
市
短
歌
会

短 

歌

文芸歳時記

▶10月に始まった中間市の公式 Facebook。毎日おもしろいネタを探して楽
しく苦しんでいます。インターネットができる環境さえあれば誰でも利用で
きますのでぜひ Facbook で中間市の最新情報を入手してください。（講）
▶新年あけましておめでとうございます。今年の干支は「未（ひつじ）」。未
年生まれの私は年男となります。今年もみなさんに中間市の情報をたくさん
お届けできるよう一生懸メエ頑張ります。新年早々失礼いたしました…（謙）

編集後記

福
岡
県
立
戸
畑
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

●
募
集
科
目
・
定
員

①
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
科
・
20
人

②
機
械
科
・
20
人

③
溶
接
科
・
30
人

④
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
・
30
人

●
応
募
資
格

①
高
校
を
卒
業
見
込
み
の
人
、
高
校
卒

業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
18
歳
以
上

30
歳
以
下
の
人

②
③
中
学
校
・
高
校
を
卒
業
見
込
み
の

人
、
離
職
・
転
職
者
な
ど

④
離
職・転
職
者
な
ど（
新
規
学
卒
者
を
除
く
）

●
募
集
締
切　
２
月
20
日
金

※
教
材
費
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　
福
岡
県
立
戸
畑
高

等
技
術
専
門
校

　
☎（
８
８
２
）４
３
０
６　

平
尾
台
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
２
０
１
５

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

平
尾
台
の
大
自
然
を
感
じ
な
が
ら
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
競
技
種
目
や
申
込
方
法
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
３
月
15
日
日
・
午
前
９

時
40
分
～
午
後
１
時（
荒
天
中
止
）

●
場

所　
平
尾
台
自
然
の
郷
と
周

辺
特
設
コ
ー
ス

●
募
集
締
切　
１
月
26
日
月

●
応
募
・
問
合
先　
小
倉
南
区
役
所
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
課

　
☎（
９
５
１
）４
１
１
１

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

ポ
リ
テ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
５

　

九
州
内
の
職
業
能
力
開
発
大
学
校
な

ど
で
行
っ
て
い
る
「
も
の
づ
く
り
」
に

関
す
る
実
践
的
な
教
育
訓
練
や
研
究
開

発
の
成
果
を
お
見
せ
し
ま
す
。

●
期

日　
２
月
20
日
金
、
21
日
土

●
場

所　
九
州
職
業
能
力
開
発
大

学
校（
小
倉
南
区
志
井
１
６
６
５
‐
１
）

●
内

容　
記
念
講
演
、
研
究
発
表

会
、
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
会
、
機
械
加
工

コ
ン
テ
ス
ト

※
時
間
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
九
州
職
業
能
力
開
発
大

学
校

　
☎（
９
６
３
）８
３
５
３
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12月12日、さくら保育園で餅つきが行われました。地域
のみなさんや保護者など多くの人の協力を受け、この日つ
いた餅は30㎏。重たい杵を握りしめ、力強く餅をつく子
どもたちに、周りからは「がんばれ、がんばれ」と大きな
声援が送られていました。

今月の表紙

■撮影データ
　レンズ17 ～ 40㎜　1/200秒　F9.0　ISO250

か
ら
か
ら
と
追
ひ
越
し
て
ゆ
く
柿
落
葉

　
　
　
朝
霧
一
丁
目	

八
　
汐
　
律
　
子

紅
葉
且
つ
散
る
白
蓮
の
愛
で
し
庭

　
　
　
扇
ケ
浦
四
丁
目	

是
　
松
　
喜
美
江

地
下
街
の
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
終
へ
冬
銀
河

　
　
　
通
谷
四
丁
目	

後
　
藤
　
み
づ
ゑ

読
み
書
き
が
長
寿
の
秘
訣
福
寿
草

　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	

愛
　
甲
　
教
　
子

吟
詠
の
高
き
調
べ
や
淑
気
満
つ

　
　
　
太
賀
四
丁
目	

隈
　
井
　
景
　
子

コ
ス
モ
ス
愛
句
会

俳 

句



20広報なかま１月 10日号

■
発

行
　

福
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県
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間
市

役
所

〒
809‐
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県
中
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市

中
間

一
丁

目
１

番
１

号
■

編
集

　
企

画
政

策
課

広
報

広
聴

係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.nakam

a.lg.jp/
■

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

webm
aster@city.nakam

a.lg.jp

広
報

な
か

ま
平

成
27

年
１

月
10

日
号

No.978

■
今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

24円
で

す
。

■�「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

中
間
市
歴
史
の
旅

新
知
故
温

有
料
広
告
欄

其
の
三
十
四
「
遠
賀
川
水
源
地
と
北
九
州
市
域
の
水
道
」

　

現
在
の
北
九
州
市
域
で
い
ち
早
く

水
道
が
通
っ
た
の
は
旧
門
司
市
で
、

明
治
44
年
の
こ
と
で
す
。
次
に
水
道

が
通
っ
た
の
は
明
治
45
年
の
旧
若
松

町
で
、
九
州
で
４
番
目
の
早
さ
と
な

り
ま
す（
旧
小
倉
市
よ
り
１
年
早
い
）。

　

こ
の
旧
若
松
町
は
、
八
幡
製
鐵
所

が
遠
賀
川
か
ら
工
業
用
水
を
取
る
と

の
情
報
を
得
る
と
、
分
水
す
る
た
め

の
鋳
鉄
管
を
八
幡
製
鐵
所
か
ら
購
入

す
る
こ
と
、
導
水
の
年
間
経
常
費
を

分
担
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
遠
賀
川

水
源
地
か
ら
日
量
８
、４
０
０
㎥
の

水
を
分
水
し
て
も
ら
う
契
約
を
明
治

39
年
に
締
結
し
ま
す
。
つ
ま
り
旧
若

松
町
は
八
幡
製
鐵
所
の
遠
賀
川
取
水

に
便
乗
し
た
形
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
旧
若
松
町
の
先
例
か
ら
昭
和

５
年
、
旧
八
幡
市
も
八
幡
製
鐵
所
の

工
業
用
水
を
分
水
し
た
水
道
を
導
入

し
、
一
部
配
水
を
始
め
ま
す
。
ま
た
、

旧
戸
畑
市
も
こ
れ
に
追
随
し
、
昭
和

６
年
に
や
は
り
八
幡
製
鐵
所
の
工
業

用
水
を
分
水
し
た
水
道
を
導
入
し
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
昭
和
６
年
以
降
は
、

旧
若
松
町
、
旧
八
幡
市
、
旧
戸
畑
市

の
３
つ
の
自
治
体
が
遠
賀
川
水
源
地

か
ら
運
ば
れ
た
遠
賀
川
の
水
を
使
用

し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
間
市
に
あ
る
遠

賀
川
水
源
地
は
八
幡
製
鐵
所
の
工
業

用
水
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
水
道

水
の
供
給
地
と
し
て
近
隣
の
自
治
体

の
生
活
に
も
多
大
な
貢
献
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
中
間
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

写真左の２棟の白い建物が北九州市のポンプ室


